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カイガラムシと「すす病(カビの一種)」

の被害を受けやすい。カイガラムシが発

生すると、二次的にその排泄物にすす病

が発生するので一緒に対処する。 

モチノキ科の中では枝葉が密に茂り鬱蒼

（うっそう）としやすい。風通しが悪く

なるとカイガラムシが発生しやすくなる

ので、枝を透かすように剪定するとよい。 

日当たり、水はけよい場所を好む。黄金

色の葉は、強い日差しや西日を避けたほ

うが美しく維持できる。刈り込みにも耐

えるため生垣に利用できるが、鬱蒼

（うっそう）としないよう維持するとよ

い。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

モチノキの園芸品種には、葉の周囲に斑が入る

「白覆輪」、黄色い実のなる「キミノモチ」も

ある。 

Memo 

モチノキの園芸品種。新葉は淡黄色、その後鮮

やかな黄金色になる。秋を過ぎると次第に緑色

に変化していく。遠くからでもよく目立ち、樹

形もよく葉を密生することからシンボルツリー

や生垣にも利用できる。モチノキに比べると、

やや生長が遅い。雌株には赤い実がなる。 

生長：やや速い、雌雄異株 特 記 

モチノキ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／中高木／木本植物／園芸品種 

オウゴンモチ  [ 黄金糯 ]  


